
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！

・・・
・・・
・・・

大 蛇
大 蛇
大 蛇

吉 岡  秀 樹
水 口  一 真
水 口  貴 大

・・・
・・・
・・・

大 蛇
大 蛇
大 蛇

大 上  顕 男
今 田  拓 也
今 岡  友 康

須佐之男命
足 名 椎
手 名 椎
櫛 稲田姫

・・・
・・・
・・・
・・・

上 田  守
堀 内  一 生
渡 辺  敏 臣
前 河  伸 弥

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

今 田  修
鉄 穴  博 之
小 田  能 弘
保 本  愛 美

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　命は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた命は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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　神倭磐余彦命（かんやまといわれひこのみこと=神武）は、「どの地を都とすれば天下を治められようか、東方をめざそう」と、
日向の国・高千穂を出発し、大和の国へ着きます。この地で長髄彦（ながすねひこ）の軍と戦いますが、苦戦の末、神武の軍は南に
向かい、熊野から大和を目指します。
　険しい山 と々土着の豪族との戦いを重ねながらも天津神（あまつかみ）の使い・八咫烏（やたがらす）の導きによって大和・畝傍
山（うねびやま）の山麓、橿原（かしわら）の地に辿り着き、ここを都として天下の統一を計るという物語です。

第一幕『神武』（じんむ）

筏津神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　筏津神楽団は、天保13年（1842年）筏津若衆連によって神楽奉納されたと、地元・枝宮八幡神社の社伝記に記載されており
ます。 発足はその頃と思われます。矢上系旧舞を基本とし、昭和に入り高田舞（新舞）を美土里町の団体から習得、幾多の先
輩諸氏によって習い、受け継がれてきました。
　現在、団員は23名で10代～70代の幅広い年代で構成しております。地元、大歳神社での奉納神楽を始め、各地の奉納神
楽、競演（共演）大会への出場、イベント、アトラクションなどの出演を行っています。
　今後とも温かいご声援、ご指導をよろしくお願いいたします。

いかだづかぐらだん


